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伊佐楽祥(真言宗智山派延寿院)駐在期間: 2018年9月24目へ2019年8月14目

先ず以って、今回の駐在にあたり北河原竺主犯下を始め国際仏教興隆

協会関係の皆様に、インド山日本寺への御縁を頂きました事を深く感謝

申し上げます。

駐在前、日本では恥ずかしながらあまり釈迦牟尼世尊について深く掘

り下げて勉強する事はありませんでした。それよりも所属宗派である真

言宗の教義が優先されるからです。

勿論知識として伝記やスッタニパータ、ダンマパダは読みましたが、

イマイチ心にストンと落ちてこない。今考えるにそれは遥か昔遠い異国

の地「インド」での出来事であり、時の経過と共に偉大な先達たちが衆

生救済の為に発展させてきた仏教の最果ての地「日本」との時空の距離感なのであろうと思います。しかし

世界中の仏教国の寺院が百を越えるブッダガヤには、修行をする僧侶や在家信者が時間を超えて釈尊の経律

を守り実践し、或はインド仏教が終焉して尚、衆生済度の為発展し続けた密教を守り実践しています。そこ

で修行する僧侶・信者全てが師であり、例えば疑問を先達に尋ねればどんなに偉い僧侶の方も親切に答えて

下さるし、在家の方の修行に対する姿勢に感銘を受けたこともありました。更にブッダガヤのあるビハール

州ではお酒が法律で禁止されている為誘惑が少なく、修行をするにも新たに勉強するにも「極めて楽」な環

境であり、私にとっての「極楽」は当に西方にありました。

時代のニーズに合わせて完成を試みてきた日本仏教ですが、そのルーツである北インドの環境や文化、風

習を体験することで釈尊の言葉や考えを体認する事が出来、間違いなくこの経験は私の人生の大きな財産と

成りました。インドで出会った全ての方々に重ねて感謝申し上げます。
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西原大幾(高野山真言宗 蓮華定院徒弟)駐在期間: 2018年9月24日̃2019年8月31日

先ず、お釈迦様成道の地で生活をさせていただけたことに感謝いたします。日本で宗教というと、なにか特

別視される傾向がありますが、インドでは生活に密接しており、生活の中にこそあるのだと実感しました。

行き交う人々と互いに手を合わせ礼拝しました。 「ナマステ先生」と呼んで、手を合わせてくれます。印象

的だったのは私の足を触りながら目の前で礼拝されたことです。大工原先生に「あなたに手を合わせている

のではない。あなたのその後ろにあるものに手を合わせているのだ」とご指導をいただきました。僧侶の背

後にはお釈迦様の教えが付いているということ、すなわち法に対して礼拝をしているということを気づかさ
れました。

至る所で瞑想をしている姿にも驚かされました。日本で瞑想・座禅というと、建物の中でするものと思われ

がちです。ブッタガヤではどこで瞑想しようと構いません。開放的な空間で毎日瞑想ができたことは本当に

素晴らしい体験でした。今の日本では蔑にされているかもしれない礼拝や瞑想の大切さ、また深さはこの地

に来なければ気づかなかったと思います。

菩提樹学園の子供達にも沢山の気づきを頂きました。元気な声、キラ

キラした目、素敵な笑顔に毎日癒されました。ビハール州はインドの中

でも特に貧しい地域です。子供達は鉛筆も小さな手で握れなくなるまで

使います。物も壊れては直し、最後まで使います。一人で幼稚園まで歩

いて通い、終われば家を手伝います。家畜の餌となる草を取り、水を汲

みに行く子供達の姿に胸が熱くなりました。私は子供達が貧しいと思っ

ていました。しかしそうではありません。そのような見方をしていた私

の心が貧しいのです。私は深く恥じいりました。

お釈迦様成道の地でしか学べないことがあります。これからはブッダガ

ヤで学んだことを生活の糧にし、精進してゆく所存であります。多くの

出会いに感謝するとともに、日本寺の益々の隆昌をご祈念申し上げます。









鶉管鶉騒⑥㊨国験 擬
当協会ではインド・ブッダガヤへの更なる福祉活動の推進を図るため、印度山日本寺運営をご支援いただく護

持会員、ならびに菩提樹学園、光明施療院の運営をご支援いただくサポートプログラムを設iナております。

「お釈迦様の聖跡を護る」活動や「ブッダガヤの子どもたちの明るい未来」のために、どうか皆さまの温かい

ご支援をいただきたくお願い申し上げます。

⇔藷痔会員のご案内 ⇔

年会費 個人会員:5,000円 法人会員:10,000円 維持会員:100,000円(いづれも1口以上)

⇔ヒユニ グラムのご案内◆

・菩提樹学園年間ペアレントメンバー年会費:10,000円

・園児1人の文具代3,000円・1クラス(35名)分の給食代1,000円

・光明施療院サポート:「0,000円

プログラムの他、任意の金額でご寄附をお願いしております。

Webサイトからクレジットカードでのご寄附も可能です。

∇郵便振替∇ 00110-4-5493 加入者名 公益財団法人国際仏教興隆協会

∇銀行振込∇ 三菱東京UFJ銀行 中目黒支店 普通預金 012了885 公益財団法人国際仏教興隆協会

(公財)国際仏教興隆協会へのご寄附・会費は、

税制上の優遇措置の対象となります。

【ご個人様の場合】

「税額控除」又は「所得控除」の対象となります。

【法人様の場合】

損金算入が認められます。
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量和らのご寄附には相続税がかかりません
詳しくはwebサイトをご確認ください

写経会のご案内

祐天寺様ご協力の元、写経会を開催しております。

お釈迦様お悟りの地、ブッダガヤ大菩提寺での納

経奉告後、日本寺に奉納いたします。

また、写経会にご参加いただiナない方には、

ご自宅で写経いただiナるキットを郵送します。
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【開催日】 2020年1/10 2/14 3/13 4/10 5/8 (金)

18:00へ20:00(1了:30受付開始)

【場所】祐天寺 書院(東京都目黒区中目黒5-24-53)

【内容】法要・法話・写経 ※開催時間中途中参加も可能

【アクセス】東急東横線祐天寺駅徒歩5分、 JR恵比寿駅より用賀行

バス祐天寺前下車すぐ

【納経料】2,000円(ご寄附として頂戴します)

事務局より 

日本寺ではご参拝時にご法要をお勤 
めいただけます。その際は、事前に 
下記事務所までご連絡いただけます 
ようお願い申し上げます。 

編集発行
公益財団法人国際仏教興隆協会

〒 153-0061

東京都目黒区中目黒5-24-53

TEしO3-3711-7608 FAXO3-3711-7673

e-mail : jimukyoku@ibba. jp

http://www. ibba. jp/




